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私
は
、
大
学
に
お
い
て
教
育
学
（
限
定
的
に
は

教
育
経
営
学
）
と
い
う
分
野
を
担
当
す
る
教
員
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
す
で
に
37
年
余
の
経
験
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
率
直
な
と
こ
ろ
、
主
観
的
に
は
こ

れ
ま
で
三
つ
の
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
期
待
さ
れ
た
職

務
を
概
ね
真
面
目
に
遂
行
し
、
そ
の
報
酬
と
し
て

い
た
だ
く
給
与
分
に
相
当
す
る
実
績
を
残
せ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
大
学
・
大
学
院
で
の
教
育
学
関

連
の
授
業
科
目
担
当
教
員
と
し
て
の
仕
事
柄
、
読

書
は
私
に
と
っ
て
不
可
欠
な
日
常
的
営
み
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
自
身
の
大
学
教
員
と
し
て
の

職
務
遂
行
に
直
接
関
わ
ら
な
い
も
の
の
、
一

人
の
人
間
な
い
し
市
民
と
し
て
の
生
き
方
に

お
い
て
も
、
読
書
に
は
や
は
り
重
要
な
効
用

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

自
身
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
効
用
で

あ
り
、
と
り
わ
け
自
身
の
専
門
分
野
と
は
異

な
る
分
野
・
性
格
の
読
書
の
効
用
が
貴
重
で

あ
る
。
私
の
場
合
、
こ
の
効
用
を
も
つ
読
書

分
野
は
、
宗
教
学
・
哲
学
・
歴
史
学
な
ど
で

あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
読
書
の
効
用
と
し
て
は
、
純

粋
に
自
身
の
興
味
・
趣
味
・
関
心
に
沿
い
、

楽
し
く
豊
か
な
気
分
を
味
わ
え
る
こ
と
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
私
自
身
は

こ
の
よ
う
な
効
用
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
読

書
に
、
多
大
な
経
済
的
・
時
間
的
配
慮
を
し

て
き
た
と
い
う
自
覚
は
な
い
。
そ
の
意
味
で

は
、
私
自
身
は
お
よ
そ
「
仕
事
一
筋
の
生
真

面
目
人
間
」で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
た
び
「
読
書
」
に
つ

い
て
の
所
見
を
記
し
た
文
章
を
寄
せ
る
よ

う
依
頼
を
受
け
、
自
身
の
68
年
余
の
人
生

を
振
り
返
る
心
境
に
な
り
、
自
宅
書
斎
の

隅
に
隠
れ
て
い
た
「
読
書
ノ
ー
ト
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
Ｂ
５
判
フ
ァ
イ
ル
を
開
い

て
み
た
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
私
の
学
部

生
時
代
に
作
成
し
た
も
の
で
、
自
身
の
読

書
傾
向
や
生
き
方
の
選
択
に
強
く
影
響
し

た
と
思
わ
れ
る
三
つ
の
こ
と
を
思
い
浮
か

ば
せ
て
く
れ
た
。

　

第
一
に
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
「
読
書
ノ
ー

ト
」（
自
筆
・
横
書
き
で
全

165
頁
）
は
、

お
よ
そ
学
部
１
年
生
の
夏
頃
か
ら
４
年
生

の
秋
頃
ま
で
の
自
身
の
読
書
に
つ
い
て
の

断
片
的
記
録
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、

次
の
よ
う
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の

ノ
ー
ト
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
書
籍
の
対
象
範

囲
は
、
当
時
教
育
学
部
教
育
学
科
に
所
属
し
、
卒

業
後
に
は
中
学
か
高
校
の
国
語
科
教
員
に
な
る
こ

と
を
志
望
し
て
い
た
問
題
関
心
を
反
映
し
て
、
や

は
り
教
育
学
分
野
や
日
本
社
会
の
歴
史
的
特
性
等

を
対
象
と
し
た
書
籍
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ

の
ノ
ー
ト
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
籍
の
中
か
ら
自
身

が
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
見
解
や
、
味
読
し
た
い

と
思
う
各
書
籍
の
中
の
文
章
を
、
原
文
の
ま
ま
抜

き
書
き
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
量
は
半
頁
程

度
の
も
の
か
ら
、
４
―
５
頁
の
も
の
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
こ
の
読
書
ノ
ー
ト
の
作
成
方
法
に
つ

い
て
、
残
念
な
が
ら
一
貫
し
た
方
針
や
記
録
す
べ

き
基
本
事
項
等
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
後
に
自
身
が
大
学
院
（
修
士
・
博
士

課
程
）
へ
進
学
し
、
さ
ら
に
は
29
歳
で
大
学
教
員

の
職
に
就
い
て
そ
の
職
業
的
役
割
に
伴
う
読
書
経

験
を
蓄
積
す
る
段
階
と
比
較
す
る
と
、
杜
撰
で
大

ま
か
過
ぎ
る
読
書
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
著
者
名
・
題
目
・
出

版
社
・
出
版
年
等
は
ほ
ぼ
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

借
り
た
図
書
館
名
や
当
該
書
籍
の
分
類
ラ
ベ
ル
の

番
号
等
が
無
記
入
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
な
り

に
感
動
し
た
り
刺
激
と
な
っ
た
箇
所
の
頁
数

が
記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
書
籍
の
著
者
自
身
や
全
体
的
特

徴
・
性
格
に
つ
い
て
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど
記

述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大

雑
把
で
掴
み
所
が
な
い
読
書
記
録
に
な
っ
て

お
り
、
当
時
の
私
自
身
の
学
生
生
活
振
り
を

反
映
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

第
三
に
、
こ
の
読
書
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
非

常
に
不
思
議
な
感
覚
を
抱
い
た
の
は
、
３
箇

所
各
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
発
展
的
書
籍
の
著

者
名
・
タ
イ
ト
ル
等
の
リ
ス
ト
が
含
ま
れ
て

い
た
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
私
が
あ
る

書
籍
に
出
会
い
、
そ
の
書
籍
を
契
機
に
し
て

ど
の
よ
う
な
課
題
に
関
心
を
抱
き
、
自
身
で

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う
と
し
た
か

が
、
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
一
定
程
度
推
量
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
３
点
に
わ
た
る
特
徴
が
認
め
ら
れ

る
、
た
い
へ
ん
不
十
分
な
内
容
の
自
分
の
若

い
時
代
の
読
書
記
録
の
こ
と
を
臆
面
も
な
く

述
べ
た
の
は
、
他
で
も
な
い
創
価
大
学
の
学

生
各
位
に
ご
自
身
の
今
後
の
個
性
的
な
生

き
方
に
確
か
に
つ
な
が
る
豊
か
な
読
書
経

験
の
基
礎
を
築
い
て
ほ
し
い
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。
私
と
い
う
、
ご
く
平
凡
な
一

大
学
教
員
の
長
い
人
生
経
験
に
お
い
て

も
、
や
は
り
若
い
時
代
の
未
熟
で
荒
削
り

な
思
索
や
自
己
修
練
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

率
直
な
文
字
に
記
さ
れ
た
記
録
に
は
、
そ

の
人
に
と
っ
て
の
格
別
の
意
味
が
含
ま
れ

て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
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影
響
に
つ
い
て
学
べ
る
内
容
と
し
ま
し

た
。
展
示
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
か
ら
は

「
平
和
を
築
く
た
め
に
、
良
書
の
存
在
が

い
か
に
大
切
か
改
め
て
感
じ
た
」「
戦
争

時
の
文
学
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
心

を
動
か
さ
れ
た
」
な
ど
の
お
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
展
示
の
ほ
か
に
も
、
創
立
者

の
著
作
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
館
内
の

所
々
に
S
R
P
メ
ン
バ
ー
が
選
ん
だ
本

の
中
の
一
節
を
展
示
。
多
く
の
方
々
に
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

REPORT

　

10
月
11
・
12
日
の
創
大
祭
期
間
中
、

中
央
図
書
館
で
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

S
R
P
（
Ｓ
ｏ
ｋ
ａ　

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ

　

P
r
o
j
e
c
t
）
主
催
に
よ
る
読
書

展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

1
階
で
は
「
読
書
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
題
し
、
読
書
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
と
い

う
研
究
発
表
を
展
示
し
ま
し
た
。
読
書
に

は
ス
ト
レ
ス
解
消
効
果
が
あ
る
と
い
う
サ

セ
ッ
ク
ス
大
学
の
研
究
成
果
の
紹
介
を
し

た
ほ
か
、
偉
人
の
人
生
を
追
体
験
で
き
る

な
ど
見
識
や
価
値
観
を
広
げ
る
効
果
、
庶

民
の
娯
楽
と
し
て
長
き
に
渡
っ
て
親
し
ま

れ
て
き
た
事
実
等
、
様
々
な
切
り
口
か
ら

読
書
の
魅
力
を
伝
え
、
さ
ら
に
現
実
世
界

に
役
立
て
る
た
め
の
考
察
を
手
作
り
パ
ネ

ル
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

2
階
で
は
今
回
の
読
書
展
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
読
書
の
ち
か
ら
」
を
展
示
。
今
年

は
戦
後
70
周
年
と
い
う
節
目
で
あ
る
こ
と

に
注
目
し
て
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
、
勝
つ

ま
で
は
」「
贅
沢
は
敵
だ
」
な
ど
の
有
名

な
標
語
が
生
ま
れ
た
背
景
や
、
戦
時
下
の

教
科
書
の
内
容
を
紹
介
。
ま
た
、
思
想
、

言
論
統
制
が
厳
し
く
戦
争
に
肯
定
的
な
内

容
し
か
書
け
な
か
っ
た
戦
時
中
で
も
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
文
学
界
で
は
反
戦
作
品

が
数
多
く
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
戦
後

の
反
戦
作
品
な
ど
を
紹
介
し
、
文
字
の
持

つ
力
が
戦
時
中
の
社
会
に
与
え
た
様
々
な

　

S
R
P
主
催　

第
10
回
読
書
展
を
開
催
！

　現在 100 万冊の蔵書を誇る創価大学図書館。
今回の「図書紹介」では、その源となる創大蔵書第１号の図書を紹介します。

『思想の歴史（第１巻）／ギリシャの詩と哲学』
　田中美知太郎編：平凡社／ 1965.4

「この本は昭和 45 年初夏、文系校舎がまだ灰色のコンクリートの外装を見せて
いた頃、図書館準備棟（現松風センター建設用地の位置）に入ってきたものです。

（中略）文系校舎 B1 の図書室で晴れの開学を迎えました。（後略）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SCL 第１号より

　創価大学の歴史を知るこの図書は、現在、中央図書館閉架書庫２階（請求記号：
108/Sh92/1）に配架されています。
閲覧や貸出が可能ですので、書庫の入庫資格の無い方も、蔵書検索システムで
出庫依頼をして書庫利用カウンターにお越しください。
　

図書紹介
「創大蔵書第 1 号」
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ラーニング・コモンズ
一人で集中したいときは

４F　個人閲覧室

番外編　　飲食しながら気軽に

　

図
書
館
で
一
番
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
と
い
え
ば
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
ル
ー

ム
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
座
り

心
地
の
良
い
ソ
フ
ァ
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
雑
誌
を
め
く
る
。
そ
ん
な
く
つ
ろ

げ
る
場
所
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
学
習
も
で
き
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
ル
ー
ム

の
長
机
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
置

か
れ
て
い
て
、
協
同
学
習
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

に
自
由
に
使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ブ
ラ
ウ
ジ
ン

グ
ル
ー
ム
は
飲
食
も
Ｏ
Ｋ
。
気
軽
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
い
と
き
は
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

中央図書館の
学習スペース

中央図書館での新しい学びの形

××

× １
利用時間

3 ｈ
会話 利用人数

飲食 予約 利用申請

最大利用時間

○

×

3 ～

○ 要

5 ｈ

○ ×××

× １
利用時間

3 ｈ
会話 利用人数

飲食 予約 利用申請

最大利用時間

○

○

―

― ―

―

2F ブラウジングルーム グループ学習室A・B
グループ学習のスタンダード

使ってますか？
　皆さん、中央図書館の学習スペースを利用したことはありますか。一人で静かに集
中したいとき。ゼミなどグループでディスカッションしたいとき。クラブでミーティ
ングしたいとき・・・。そんなときは是非中央図書館を活用してください！今回は主
な学習スペース３つ＋１を紹介します。

　

４
階
に
は
９
部
屋
の
個
人
学
習
室
が
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
は
一
人
一
日
３
時
間
ま
で
。
利
用

時
に
学
生
証
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
予
約
は
受

け
付
け
て
い
な
い
の
で
、
席
が
空

い
て
い
な
い
場
合
は
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

４
階
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
水
筒
な

ど
の
密
閉
で
き
る
容
器
か
ら
の
水

分
補
給
が
で
き
ま
す
。

×

１

×

×
利用時間

3 ｈ
利用人数

飲食 予約 利用申請

最大利用時間

―

▲

１

× 要

3 ｈ

会話 　

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
で

は
会
話
し
な
が
ら
の
グ
ル
ー
プ

学
習
は
で
き
ま
す
が
、
雑
談
や

私
語
、
飲
食
は
慎
む
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
電
話
で
の
会
話

も
禁
止
で
す
。

　

２
階
と
４
階
に
は
グ
ル
ー
プ
学
習
室
が
あ
り
ま

す
。
こ
ち
ら
は
２
週
間
先
ま
で
の
予
約
が
可
能
で

す
。

　

予
約
し
た
い
場
合
は
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
グ

ル
ー
プ
の
代
表
の
方
が
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
利
用
許
可
証
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

代
表
者
が
利
用
当
日
に
、
許
可
証
と
学
生
証
を
1

階
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

予
約
申
請
時
や
当
日
の
利
用
受
付
時
に
代
表
者
に

8
日
以
上
の
図
書
の
延
滞
が
あ
る
と
ご
利
用
で
き

な
い
の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
人
数
は
３
名
か
ら
。
２
階
は
最
大
12
人
。

４
階
は
24
人
の
収
容
人
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。　

注
意
！

ペットボトルや
水筒は可

A（下）　B （右） 

××

× １
利用時間

3 ｈ
会話 利用人数

飲食 予約 利用申請

最大利用時間

○

×

2 ～

× ▲

3 ｈ

申請者優先

　

１
階
閲
覧
室
に
S
P
A
C
e
と
同
様
な
機
能
を

持
つ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
図
書
館
の
資
料
、
施
設
を
も
と
に
、
協
同
学

習
、
I
T
を
活
用
し
た
学
習
が
行
え
る
総
合
的
な

学
習
環
境
で
、
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
友
達
と
の
教
え
合
い
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
「
し

わ
ぶ
き
一
つ
な
い
図
書
館
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違

い
、会
話
し
な
が
ら
の
学
習
が
可
能
な
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
３
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
は
利
用
申
請
が
必
要

で
す
が
、中
央
よ
り
に
並
ん
で
い
る
円
卓
の
ス
ペ
ー

ス
や
奥
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
型
の
テ
ー
ブ
ル
席
は
い
つ

で
も
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
大
学
院
の
T
A
（
テ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
）
が

レ
ポ
ー
ト
指

導
も
し
て
く

れ
ま
す
。



SHOKAN

13 14 15 16 17   18  19
20 21 22 23 24   25  26

図書館書簡

December.
S M     T     W     T     F     S

6      7     8     9     10   11  12 

27 28   29    30    31

1 2 3     4     5

通常開館時間 8:30-21:00
→9:00-

21:00
→10:00-

17:00
→10:00-

19:00
開館日程 →休館日

読書週間

17 18 19 20 21 22 23

January.
S M     T     W     T     F     S

3     4     5 6 7     8 9 
10 11 12 13 14 15 16

24   25  26 27    28   29   30

1 2

21 22 23 24 25 26 27

February.
S M     T     W     T     F     S

7 8 9 10   11   12   13 
14 15 16 17 18 19 20

28  29

中学生職場体験報告

TOSHOKAN

読書週間とは、終戦の２年後の１９４７年（昭和２２年）、まだ戦火の傷痕が至
るところに残っているとき、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と決
意をひとつに、出版社、取次会社、書店と公共図書館が力を合わせ、さらに新聞・
放送のマスコミ機関の協力のもとに、第１回「読書週間」が開催されました。
いま、電子メディアの発達によって、世界の情報伝達の流れは、大きく変容しよう
としています。しかし、その使い手が人間であるかぎり、その本体の人間性を育て、
かたちづくるのに、「本」が重要な役割を果たすことはかわりありません。
暮らしのスタイルに、人生設計のなかに、新しい感覚での「本とのつきあい方」を
とりいれていきませんか。

10月27日から11月9日まで です

中央図書館で石川中学校（9/15～17）、甲ノ原中学校（10/27～29）の職場
体験が行なわれました。カウンターで行う図書の貸出返却業務だけでなく、返却
された図書をきちんと書棚に戻す配架という作業や、図書館に来た図書に透明な
カバーをかけるなどの、装備という業務のお手伝いもしてくださいました。
今回は配架作業を主に行って頂きましたが、とても意欲的に取り組む姿にスタッ
フも心が温まりました。貸し出しなどの際にあたたかく見守っていただき、ご協
力ありがとうございました。

31

1 2 3     4      5     6

12 1 2

今回の標語は『いつだって、読書日和』

2015年・第69回読書週間

〒 192-8577　東京都八王子市丹木町 1-236

Tel : 042-691-3191　Fax : 042-691-9308

http://lib.soka.ac.jp


